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１． はじめに 

 小学生を対象に共生社会に向けて重要な考え方

である「バリアフリー」について伝える法政大学

現代福祉学部眞保ゼミの活動は、コロナ災禍の最

中である２０２１（令和３）年に始まった。２月

に大学近隣の八王子市立椚田小学校、緑が丘小学

校、横山第一小学校のご協力を得て、バリアフリ

ーに関するオンラインクイズを企画した。当時は

家庭の通信環境が必ずしも整備されている状況で

はなく、参加者は３名であったが、眞保ゼミ６期

生の先輩たちは小学生の様子に大いに手ごたえを

感じたと聞いている。 

オンラインクイズイベントでご縁をいただき、

横山第一小学校緒方礼子校長先生（当時）より、

４年生を対象に総合学習でのバリアフリー授業の

提案をいただき、２０２１（令和３）年５月２６

日に眞保ゼミ８期生が、翌年２０２２（令和４）

年９月１２日に眞保ゼミ９期生が授業を実施した。

本発表では、２０２２（令和４）年度に眞保ゼミ

９期生が行ったバリアフリー授業の内容をご紹介

するとともに、配布したワークシートをもとに授

業の振り返りと今後の展望についてご報告する。 

 

 

 

 

２．実践研究方法 

（１）対象 

八王子市立横山第一小学校４年２組３１人 

（２）授業タイトル 

バリアフリーについて考えよう！ 

（３）授業の目的 

設備のバリアフリー、心のバリアフリーを理

解し、困っている人を見かけたときに、どのよ

うな声掛けが望ましいか捉える。 

（４） 授業のめあて 

・バリアフリーのことを知ろう！ 

・今日学んだことを町でやってみよう！ 

（５）授業で使用したアンケート 
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３.授業内容 

（１）授業における工夫 

事前に作成したパワーポイントやクイズを用い

た。クイズは参加型にしたことで、より実践的な

学びにつなげられるよう努めた。 

（２）内容 

初めに法政大学の授業風景や学食などを紹介し

た。また、大学のバリアフリー設備や、ゼミの外

部学習で見学した日本財団ビルの日本トップクラ

スのバリアフリー設備を紹介し、新たな発見を促

した。バリアフリーには、「設備のバリアフリー」

の他に「心のバリアフリー」があることに重点を

置いて説明し、その後、心のバリアフリーの理解

の確認をクイズ形式で行った。 

最後に授業の振り返りをアンケートに記入して

もらった。 

 

 

４．ワークシートを用いた授業の振り返り 

（１）分析方法 

質的調査法を用いて、授業内に実施したアンケ

ートの問１（もし目が見えなくて杖を持っている

人がウロウロしていたら、あなたはどう話しかけ

ますか？）、問２（今日感じたことを自由に書いて

ください）を集計し、児童が授業を通して２つの

めあてを達成しているかを分析した。 

問１の設問は授業内で実施した声の掛け方クイ

ズと同一内容になっており、クイズの模範解答は

「何か困っていることはありませんか。」とした。

これには、相手が最初から困っている人やできな

い人であると決めつけることなく、相手を思いや

って声をかけるという意味がある。よって、困っ

ているか、大丈夫か、どうしたかなど相手の状況

を尋ねる言葉を記述した児童を１、それ以外を０

として集計した。 

問２の設問は児童が授業の感想を自由に記述す

る項目になっており、オープンコーディングを用

いてアンケートに書かれた記述文を意味内容に従

って単文に分類し、３０個のラベルを作成した。

うち、児童のめあて達成度と関連しているラベル

を検討し、分析を行った。 

（２）分析結果 

めあて１を達成した児童はクラス全体の３１人

中１６人（５２％）であり、その中でもバリアフ

リーを十分に理解したと認められるのは１２人

（３９％）であった。 

めあて２を達成した児童は３１人中１１人（３

５％）であった。 

（３）考察 

 授業では白杖のクイズで全員が正解を選んだこ

とから、実際の感触としては多くの児童が理解し

てくれていたように感じた。しかし、ふりかえり

シートの分析をした結果、めあて①を達成した児

童はクラスの５２％、めあて②を達成した児童は

クラスの３５％であり、数字的に見るとめあての

達成度が低いという結果になった。そこで、授業

で得た感触とアンケート結果のギャップを課題と

した。 

 

５．まとめ 

２つのめあてを記述していない児童はクラス３

１人中５人いた。一方のめあてを記述した児童は

２１人、両方のめあてを記述した児童は５人だっ

た。 

次にふりかえりシートの考察である。問２の設

問を自由記述にすることで、児童が授業で抱いた

率直な感想や一番印象に残ったことを聞き取るこ

とができたと考える。 

 次に授業の展望である。課題に関しては、児童

の理解度をより反映できるふりかえりシートを作

成することで解決すると考えた。このふりかえり

シートは授業のまとめのような構成にすること

で、児童が見返した時にふりかえりやアウトプッ

トがしやすくし、児童の理解度を適切にはかるこ

とができると考えた。 
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